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由良川水系梯川水系河川整備基本方針の変更について 梯川水系
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＜第147回小委員会における議論概要＞

①流域の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・令和4年（2022年）8月豪雨時の降雨状況（用語修正）

②基本高水のピーク流量の検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・棄却洪水の確認、令和4年（2022年）8月豪雨の棄却
・梯川及び手取川流域の降雨パターンの確認

③計画高水流量の検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・令和4年8月洪水など超過洪水への対応の考え方

④集水域・氾濫域における治水対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・木場潟の事前排水、水質改善の取組

⑤河川環境・河川利用についての検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・引堤箇所の動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出
・生態系ネットワークの形成（潟と河川のネットワーク）

⑥総合土砂管理
・特になし

⑦流域治水の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・グリーンインフラ（地域の特色の記載）
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【P.2～P.3】

【P.10～P.13】

【P.14～P.15】

【P.16～P.22】

【P.23～P.24】



①流域の概要

由良川水系
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8/3 8/4

主な洪水と治水対策 令和4年（2022年）8月豪雨時の降雨状況 梯川水系

○令和4年（2022年）8月3日に前線が日本海から日本の東へ延びており、同4日にかけて北陸地方を前線がゆっくり南下し、前線に向かって暖かく湿っ

た空気が流れ込んだため、大気の状態が非常に不安定となり、梯川及び手取川流域で記録的な豪雨となった。

○梯川流域では、8月3日から4日にかけて中海雨量観測所で累加雨量が399mmを記録した。また、気象庁の解析雨量を基にした累加雨量では梯川流

域の北部で250mmを超過するなど、梯川流域の北西から南東にかけて200mmを超える雨量となった。

基準地点
小松大橋

降雨分布状況（令和4年（2022年）8月4日13時）、天気図

手取川流域

梯川流域

中海雨量観測所

主要な地点
はねだ

埴田

赤瀬ダム

赤瀬ダム

解析雨量※
（9時間累加雨量）

中海雨量観測所 時間雨量、累加雨量

天気図（令和4年（2022年）8月4日12時
（気象庁ホームページより）

なかうみ

中海雨量
観測所

基準地点
小松大橋

主要な地点
はねだ

埴田

XRAINのレーダ雨量
（川の防災情報ホームページより） 3

修正

※解析雨量：気象レ
ーダーの観測データ
と地上に設置された
雨量計の観測データ
を組み合わせて作成
した雨量。
左図は、解析雨量を
基に９時間累加雨量
を梯川流域で色分け
して表示し作成



②基本高水のピーク流量の検討
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気候変動前1/100雨量への

引き伸ばし率2倍以下

（雨量144/2=72mm以上）

埴田地点氾濫注意水位相当

小松大橋流量以上

（流量200m3/s以上）
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主要降雨波形群の設定（基準地点小松大橋）
○梯川の基準地点小松大橋における主要洪水は、氾濫注意水位相当流量以上、年超過確率1/100の9時間雨量への引き伸ばし率が2倍以下（1.1倍する前の確率
雨量）となる33洪水を選定した。

○選定した洪水の降雨波形を対象に、年超過確率1/100の9時間雨量158mmとなるような引き伸ばしした降雨波形を作成し流出計算を行い、基準地点小松大橋にお
いて722～1,840m3/sとなった。

○このうち、小流域あるいは短時間の降雨量が著しい引き伸ばし（年超過確率1/500以上）となっている洪水については棄却した。地域分布は滓上川合流部より上流
、下流、時間分布はKinematic wave法による洪水到達時間の1/2の3時間、降雨継続時間の1/2の5時間を用いた。

○ただし、令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降雨量が地域分布、時間分布で棄却に値するとしても棄却は行わない。

梯川水系

9時間雨量

110.7mm/9h

ピーク流量：

1,088m3/s

0

500

1,000

1,500

2,000

0

10

20

30

40

50

7 9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5

10/20 10/21 10/22 10/23

雨
量

流

量

H16.10.20

実績雨量

引伸ばし雨量

引き伸ばし後流量

9時間雨量算定期間

(mm)

(m3/s)

棄却気候変動考慮 1/100×1.1倍
小松大橋
9時間雨量
（mm）

洪水名No 時間
分布

地域
分布

小松大橋地点
ピーク流量
（m3/s）

引き伸ばし
率

計画降雨量
（mm）

1,0911.1930158132.46S43.8.281

×9161.984715879.61S45.6.152

×6371.3955158113.22S47.7.23

1,3362.064315876.54S47.9.174

8001.3799158114.50S54.8.215

××1,0192.028815877.88S54.10.16

1,8402.181415872.43S56.7.37

×1,1251.960315880.60S58.9.288

×1,4772.168515872.86S59.6.269

×8601.951815880.95S60.6.2510

8842.060515876.68H2.9.2011

×6522.181415872.43H7.8.3112

×1,1221.806115887.48H8.6.2513

×1,2971.803415887.61H10.9.1714

××1,0931.591915899.25H10.9.2215

××1,0521.813215887.14H14.7.1316

1,0881.4278158110.66H16.10.2017

8401.2766158123.77H18.7.1718

1,1851.668815894.68H18.7.1919

8561.813615887.12H21.6.2320

9392.015815878.38H23.5.2921

×9911.1050158142.99H25.7.2922

7221.699715892.96H25.8.2323

×8881.746015890.49H25.9.1624

8171.839815885.88H28.10.925

9561.1038158143.14H29.8.826

7871.951615880.96H29.9.1827

×1,1301.784515888.54H29.10.2328

×9161.5301158103.26H30.7.529

9271.973015880.08H30.9.430

×1,3391.924515882.10R2.6.1431

1,2750.7121158221.88R4.8.432

××1,2132.064815876.52R4.8.2133

※赤字：ピーク流量最大値

※■：著しい引き伸ばしとなっている洪水
※令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降
雨量が地域分布、時間分布で棄却に値するとしても棄却は行わない。

9時間雨量

94.7mm/9h

ピーク流量：

1,185m3/s
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9時間雨量

81.0mm/9h

ピーク流量：

787m3/s
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5

修正

雨量データによる確率からの検討



○梯川の基準地点小松大橋における主要洪水は、氾濫注意水位相当流量以上、年超過確率1/100の9時間雨量への引き伸ばし率が2倍以下（1.1倍する前の確率雨量）

となる33洪水を選定し、小流域あるいは短時間の降雨量が著しい引き伸ばし（年超過確率1/500以上）となっている洪水を棄却した結果、18洪水が棄却され、このうち

15洪水がクラスター2に分類される洪水であった。

○下流域の棄却基準は137mm/9h、上流域は210ｍｍ/9hのため、クラスター1や2の下流域での雨量が大きい降雨波形は棄却されるケースが多くなっている。

○ただし、令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降雨量が地域分布、時間分布で棄却に値するとしても棄却は行わない。

主要降雨波形群の設定（基準地点小松大橋） 棄却理由の確認

主要洪水の選定結果
（クラスター分類追加）

1/500雨量
棄却基準

5時間3時間下流域上流域
134107137210雨量（mm）

クラスター
分類

現在気候1/100（144mm/9h）
引き伸ばし雨量（mm）

将来気候
1/100 × 1.1

158mm/9h

現在気候1/100
144mm/9h

小松大橋
9時間雨量
（mm）

洪水名No 時間分布地域分布

5時間3時間下流域上流域
小松大橋地点

ピーク流量（m3/s）
引き伸ばし率引き伸ばし率

2102.767.7131.0153.61,0911.1931.087132.46S43.8.281
287.064.8148.2141.79161.9851.80979.61S45.6.152
2111.586.9155.4137.86371.3961.272113.22S47.7.23

286.984.1125.6154.51,3362.0641.88176.54S47.9.174
295.060.6134.8149.38001.3801.258114.50S54.8.215
2130.5107.2148.7141.91,0192.0291.84977.88S54.10.16

3112.986.5108.7166.51,8402.1811.98872.43S56.7.37
297.966.2152.0139.81,1251.9601.78780.60S58.9.288
2106.9101.7152.2139.31,4772.1691.97672.86S59.6.269
185.760.4174.7126.98601.9521.77980.95S60.6.2510

294.357.0131.7153.58842.0611.87876.68H2.9.2011
1117.391.3173.5128.66522.1811.98872.43H7.8.3112
296.557.5157.6143.71,1221.8061.64687.48H8.6.2513
296.574.2146.0146.71,2971.8031.64487.61H10.9.1714

2133.6115.0140.0146.31,0931.5921.45199.25H10.9.2215
2135.8121.3143.7145.01,0521.8131.65387.14H14.7.1316
297.266.8135.4150.71,0881.4281.301110.66H16.10.2017
2108.877.4121.6156.78401.2771.163123.77H18.7.1718

292.957.3131.2151.31,1851.6691.52194.68H18.7.1919
2109.183.7135.3148.98561.8141.65387.12H21.6.2320
395.362.5118.1158.69392.0161.83778.38H23.5.2921

290.156.1141.4147.59911.1051.007142.99H25.7.2922
2116.793.1127.5154.27221.7001.54992.96H25.8.2323
2108.275.0137.4148.68881.7461.59190.49H25.9.1624
2113.190.1135.8148.68171.8401.67785.88H28.10.925

3101.868.8107.4164.89561.1041.006143.14H29.8.826
2129.5106.1134.2149.57871.9521.77980.96H29.9.1827
2103.671.3151.2140.31,1301.7851.62688.54H29.10.2328
288.357.9154.3138.19161.5301.395103.26H30.7.529

2113.780.3130.5151.89271.9731.79880.08H30.9.430
2121.4105.5139.4146.61,3391.9241.75482.10R2.6.1431
1118.782.6164.0141.31,2750.7120.649221.88R4.8.432
2134.4112.3142.0146.11,2132.0651.88276.52R4.8.2133

※赤字：ピーク流量最大値 ※■：著しい引伸ばしとなっている洪水 ※■：棄却基準値を超過する雨量
※令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降雨量が地域分布、時間分布で棄却に値するとしても棄却は行っていない。
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梯川水系追加
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主要降雨波形群に不足する降雨パターンの確認
○これまで、実績の降雨波形のみを計画対象としてきたが、基本高水の設定に用いる計画対象の降雨波形群は、対象流域において大規模洪水が生起

し得る様々なパターンの降雨波形等を考慮する必要がある。

○気候変動等による降雨特性の変化によって追加すべき降雨波形がないかを確認するため、アンサンブル将来予測降雨波形を用いて空間分布のクラス

ター分析を行い、将来発生頻度が高まるものの、計画対象の降雨波形に含まれていないクラスターの確認を実施した。

○その結果、小松大橋地点における今回抽出した過去の実績降雨波形に含まれないクラスター分類は存在しなかった。

梯川水系
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空間クラスター分析による主要洪水群に不足する地域分布の降雨パターンの確認

主要洪水のクラスター 分類結果

クラスター１
下流域多雨型

クラスター２
均等型

クラスター３
上流域多雨型

アンサンブル降雨波形の出現頻度（クラスター毎）

クラスター
分類

気候変動考慮 1/100×1.1倍小松大橋
9時間雨量
（mm）

洪水名No 小松大橋地点ピーク流量
（m3/s）

引伸ばし率
計画降雨量
（mm）

21,0911.1930158132.46S43.8.281

29161.984715879.61S45.6.152

26371.3955158113.22S47.7.23

21,3362.064315876.54S47.9.174

28001.3799158114.50S54.8.215

21,0192.028815877.88S54.10.16

31,8402.181415872.43S56.7.37

21,1251.960315880.60S58.9.288

21,4772.168515872.86S59.6.269

18601.951815880.95S60.6.2510

28842.060515876.68H2.9.2011

16522.181415872.43H7.8.3112

21,1221.806115887.48H8.6.2513

21,2971.803415887.61H10.9.1714

21,0931.591915899.25H10.9.2215

21,0521.813215887.14H14.7.1316

21,0881.4278158110.66H16.10.2017

28401.2766158123.77H18.7.1718

21,1851.668815894.68H18.7.1919

28561.813615887.12H21.6.2320

39392.015815878.38H23.5.2921

29911.1050158142.99H25.7.2922

27221.699715892.96H25.8.2323

28881.746015890.49H25.9.1624

28171.839815885.88H28.10.925

39561.1038158143.14H29.8.826

27871.951615880.96H29.9.1827

21,1301.784515888.54H29.10.2328

29161.5301158103.26H30.7.529

29271.973015880.08H30.9.430

21,3391.924515882.10R2.6.1431

11,2750.7121158221.88R4.8.432

21,2132.064815876.52R4.8.2033

※赤字：ピーク流量最大値

※■：著しい引伸ばしとなっている洪水
※令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降雨量が地域分布、
時間分布で棄却に値するとしても棄却は行わない。

100 ～ 120

120 ～ 140

140 ～ 160

160 ～ 180

180 ～ 200

200 ～ 220

凡例

（mm/9h）

100 ～ 120

120 ～ 140

140 ～ 160

160 ～ 180

180 ～ 200

200 ～ 220

凡例

（mm/9h）

100 ～ 120

120 ～ 140

140 ～ 160

160 ～ 180

180 ～ 200

200 ～ 220

凡例

（mm/9h）

修正

クラスター２
均等型

クラスター３
上流域多雨型

クラスター１
下流域多雨型

過去実験 将来実験
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総合的判断による基本高水のピーク流量の設定（基準地点小松大橋）

○気候変動による外力の増加に対応するため、気候変動を考慮した雨量データによる確率からの検討、アンサンブル予測降雨波形を用いた検討、既往

洪水からの検討から総合的に判断した結果、計画規模1/100の流量は1,900m3/s程度であり、梯川水系における基本高水のピーク流量は、基準地点

小松大橋において1,900m3/sと設定した。
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引き伸ばし後の降雨波形を用いて算定したピーク流量が最大となるS56.7波形

河道と洪水調節施設等への配分の検討に用いた主要降雨波形群

新たに設定する基本高水基本高水の設定に係る総合的判断

【凡例】
② 雨量データによる確率からの検討：降雨量変化倍率
（２℃上昇時の降雨量の変化倍率1.1倍）を考慮した検討
×：短時間・小流域において著しい引き伸ばしとなっている洪水
●：棄却された洪水（×）のうちアンサンブル予測降雨波形（過去実験、将来予測）
の時空間分布から見て将来起こり得ると判断された洪水

③ アンサンブル予測降雨波形を用いた検討：
計画対象降雨の降雨量（158mm/9h) に近い洪水を抽出

○：気候変動予測モデルによる現在気候（1980年～2010年）又は
将来気候（2℃上昇）の洪水のうち、
小松大橋上流域9時間雨量が対象降雨の降雨量（158mm/9時間）の
±30%の範囲内である洪水

②
【降雨量変化倍率考慮】

雨量データによる確率から検討
（標本期間：S11～H22）

①
既定計画の
基本高水
ピーク流量

③
アンサンブル予測

降雨波形を用いた検討
（参考）

④
既往洪水
からの検討

＜主要降雨波形群＞ ＜棄却＞

新たに設定する基本高水の
ピーク流量（案）1,900m3/s

昭和8年7月出水
1,693

起こらないとは
言えない

実績引き伸ばし
降雨波形

令和4年8月出水
1,421

昭和34年8月出水
1,391

気候変動考慮 1/100×1.1倍小松大橋
9時間雨量
（mm）

洪水名No 小松大橋地点
ピーク流量（m3/s）

引き伸ばし率
計画

降雨量

1,0911.193158132.46S43.8.281

1,3362.06415876.54S47.9.172

8001.380158114.50S54.8.213

1,8402.18115872.43S56.7.34

8842.06115876.68H2.9.205

1,0881.428158110.66H16.10.206

8401.277158123.77H18.7.177

1,1851.66915894.68H18.7.198

8561.81415887.12H21.6.239

9392.01615878.38H23.5.2910

7221.70015892.96H25.8.2311

8171.84015885.88H28.10.912

9561.104158143.14H29.8.813

7871.95215880.96H29.9.1814

9271.97315880.08H30.9.415

1,2750.712158221.88R4.8.416

※赤字：ピーク流量最大値洪水

梯川水系修正



梯川及び手取川流域 主な実績洪水の降雨パターンの確認
○梯川流域及び手取川流域の主な実績洪水（昭和51年9月11洪水、昭和56年7月3日洪水、平成18年7月17日洪水、平成29年8月8日洪水、令和4年8月4

日洪水）における降雨パターンを確認した。

○その結果、令和4年8月4日洪水は梯川におけるクラスター1、手取川におけるクラスター4、平成18年7月17日洪水は梯川におけるクラスター2、手取川

におけるクラスター4、平成29年8月8日洪水は梯川におけるクラスター3、手取川におけるクラスター4であった。なお、昭和51年9月11洪水は梯川におい

てはクラスターなし、手取川におけるクラスター1、昭和56年7月3日洪水は梯川においてはクラスターなし、手取川におけるクラスター2であった。
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梯川水系追加

S56.7.3洪水

H18.7.17洪水

S51.9.11洪水

R4.8.4洪水
凡例
(mm/9h)

100 ～ 120

120 ～ 140

140 ～ 160

160 ～ 180

180 ～ 200

200 ～ 220

～ 100

220 ～ 240

240 ～ 260

260 ～

H29.8.8洪水

手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域

手取川流域
クラスター1
手取川上流域

多雨型

梯川流域
クラスターなし

手取川
（基準地点鶴来）

梯川
（基準地点小松大橋）

クラスター
４

5,764m3/s
【戦後最大
洪水】

クラスター
１

1,421m3/s
【戦後最大
洪水】

令和4年（2022年）
8月4日洪水

クラスター
３

2,284m3/s
クラスター
３

723m3/s
平成29年（2017年）
8月8日洪水

クラスター
４

3,196m3/s
クラスター
２

722m3/s
平成18年（2006年）
7月17日洪水

クラスター
２

3,050m3/s
クラスター
無し

637m3/s
昭和56年（1981年）
7月3日洪水

クラスター
１

1,926m3/s
クラスター
無し

-
（洪水なし）

昭和51年（1976年）
9月11日洪水

基準地点流量（ダム無し推定）

手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域

手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域 手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域
手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域

手取川流域
クラスター４
均等型

梯川流域
クラスター２

均等型

手取川流域
クラスター２
手取川上流域
尾添川流域
多雨型

梯川流域
クラスターなし
梯川洪水なし

手取川流域
クラスター３
大日川流域
残流域多雨型

梯川流域
クラスター３

滓上川より上流域
多雨型

手取川流域
クラスター４
均等型

梯川流域
クラスター１
滓上川より下流域

多雨型



③計画高水流量の検討
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洪水調節流量の設定 貯留・遊水機能の確保の検討

○既存ダムの洪水調節容量を効率的に活用する操作ルールへの変更やダム再生とともに、基準地点小松大橋上流における遊水地等の新たな貯留・

遊水機能の確保により、基準地点小松大橋の基本高水のピーク流量1,900m3/sのうち900m3/sの洪水調節を行い、河道への配分流量を1,000m3/sま

で低減が可能であることを確認。

梯川水系

標高図

木場潟

前
川

小松大橋

はねだ

埴田
仏
大
寺
川

梯川

11

修正

基準地点上流において貯留・遊水機能を確保

標高図
（梯川流域全域）

滓上川

西
俣
川

凡例

流域界

ダム

水位観測所

八丁川

小松大橋

埴田

前
川

郷
谷
川

梯
川

鍋谷川

はねだ

赤瀬ダム

滓上川

西
俣
川

拡大

現行の河川整備計画においては、
基準地点小松大橋のピーク流量を約300m3/s低減

赤瀬ダム

遊水地のイメージ（刈谷田川遊水地）
出典：新潟県ウェブサイトより

貯留・遊水機能の確保の検討



R6.6k付近

R0.8k付近

R1.2k付近

R6.0k付近

L8.6k付近 L9.8k付近
R11.2k付近

R5.0k付近
R8.0k付近

R9.2k付近

R7.0k付近

○令和4年（2022年）8月豪雨では、梯川流域で大きな被害が発生した。

○基準地点小松大橋で1,421m3/s（観測史上第1位、ダム・氾濫戻し流量）を記録するとともに、主要な地点埴田において観測史上第1位の水位となり

H.W.Lを超過した。本川の一部区間では越水、支川では溢水、堤防決壊が発生するとともに、梯川沿川では大規模な内水被害が発生し、浸水面積約

1,680ha、浸水戸数1,081戸（床上浸水487戸、床下浸水594戸）が確認された。

凡 例
■ 浸水範囲

堤防決壊

内水による浸水範囲

堤防溢水による浸水範囲
（梯川本川、滓上川）

鍋谷川

鍋谷川左岸堤防決壊箇所

堤防決壊による浸水範囲
（鍋谷川）

滓上川

滓上川合流点付近の状況(令和4年8月撮影)
かすかみがわ

令和4年8月洪水による浸水被害状況

全壊

流失

小松市 5 158 283 537 983
能美市 1 25 15 57 98

6 183 298 594 1081

半壊 床上 床下 計

梯川流域における被害戸数
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梯川水系修正



令和4年8月洪水など超過洪水への対応の考え方
○梯川においては、国土交通省、石川県、小松市等で構成される流域治水協議会において、令和4年（2022年）8月洪水の再度災害防止に向けた緊急
治水対策プロジェクトのとりまとめや進捗状況の把握、特定都市河川の指定の検討に向けた議論を実施している。

○また、内水対策についても床上浸水の解消に向けた検討を、小松市が国土交通省と連携しながら実施している。

○河川整備基本方針や河川整備計画の見直しにおける議論と、現地における上記の取組を組み合わせることで、令和4年8月洪水などの超過洪水へ
の対応を進めていく。

内水による浸水範囲

鍋谷川

鍋谷川左岸堤防決壊箇所

滓上川

滓上川合流点付近の状況
かすかみがわ

凡 例
■ 浸水範囲

堤防決壊

小松大橋

埴田
はねだ

令和4年8月撮影

令和4年8月撮影

石橋川河道整備、遊水地【小松市】

排水ポンプ場増強【小松市】

水門ゲート高不足対応【国】

横断工作物改築(橋梁改築)【国】

河道拡幅、遊水地【県】
堤防整備【国】※

引堤、河道掘削【国】

引堤、河道掘削【国】

河道掘削【国】

引堤、河道掘削【国】

木場潟の事前排水の実施・体制構築【県・国】

宮竹用水の事前停水措置の実施【小松市・能美市】

堤防決壊による浸水範囲
（鍋谷川）

堤防溢水による浸水範囲
（梯川本川、滓上川）

堤防整備、河道拡幅、遊水地【県】

引堤、河道掘削【国】

引堤、河道掘削【国】

梯川水系

洪水を堤防高以下の水位で流下させ、氾濫による被害
を最小化

※河川法施行令2条8号に基づき国が県に代わり実施

堤防整備【国】※

小松市雨水管理総合計画の見直し

河道状況を踏まえた河川への
内水排除量増の可能性検討

特定都市河川指定、流域水害対策計画の策定、対策の強化 小松市総合治水対策の推進に関する条例による規制

立地適正化計画（防災指針）策定による居住誘導や規制 住宅地盤の嵩上げ、雨水貯留槽等の設置への助成 気候変動を踏まえた河川整備計画の変更

河川の氾濫域に降る雨への対応 浸水深を低下させ、床上浸水を床下浸水へ被害を低減
居住誘導や条例による規制、助成により被害対象を減少

前川
排水機場
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河川を流下する洪水への対応

横断図（梯川本川10k付近）

引堤・河道掘削断面

追加

関係機関が一堂に会し、令和４年８月洪水などの対応
を調整・連携を図る

国
土
交
通
省

小
松
市
長

能
美
市
長

手取川・梯川水系流域治水協議
会（令和４年８月豪雨災害を踏ま
えた梯川水系流域治水対策検討
部会）にて、「梯川水系緊急治水
対策プロジェクト」を策定し、各機
関の対策、取り組み進捗状況の
把握等、調整、連携を実施。

R4.11.28 対策検討部会

R6.12.26 小松市総合治水対策
推進協議会

令和４年８月洪水を踏まえた小松市
内の内水対策計画（小松市雨水総合
管理計画）については、学識者、市民
、事業者、関係行政機関の代表で構
成される「小松市総合治水対策協議
会※」の意見を踏まえて策定予定。

※ 「小松市総合治水対策協議会」は、「小松市総
合治水対策の推進に関する条例」により設置

横断図イメージ（梯川及び小松市街地）

内水対策前の水位
（床下浸水）

梯川

内水対策前の水位
（床上浸水以上）

河川整備前の水位

河川整備後の水位

計画高水位 H.W.L

横断図（支川鍋谷川（梯川合流点上流5km付近））

河道掘削断面
堤防整備断面



④集水域・氾濫域における治水対策
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集水域・氾濫域における治水対策 木場潟の事前排水

○石川県では、今江潟排水機場（農林水産省）、前川水門（石川県）を活用し、前川排水機場・梯川逆水門（国土交通省）と連携して、洪水が予想される場合、木場潟
の水位を事前に低下を図り、周辺地域の浸水被害の拡大防止に向けて取り組みを実施している。

○また、木場潟では、水質改善に向けて、浄化施設設置やヨシの保全活動、水質浄化イカダの設置などの取組が官民一体となって実施されており、効果の把握に努
めていく。

■木場潟の事前排水

• 令和4年（2022年）8月洪水の浸水被害を受けた木場潟周辺地域の浸水被害の軽減を図る
ため、石川県が、梯川支川前川に設置されている今江潟排水機場・前川水門 （国（農林水
産省）・石川県）を活用して、事前に木場潟の水位を低下させる事前排水を実施している。

• 木場潟の事前排水（水位低下）のため、前川排水機場・梯川逆水門（国（国土交通省））が操
作協力を実施し、国（農林水産省、国土交通省）、石川県が連携して、浸水拡大を未然に防
ぐ取り組みを実施している。

• 事前排水実施にあたっては、降雨予測システムを活用して、基準雨量160mm/日超過を予
測した場合に、関係機関（国・市）に周知のうえ、事前排水を実施する運用としている。

出典「国土地理院」
年度別空中写真（2007年以降）

木場潟

梯川

木場潟事前排水実施施設位置図

梯川逆水門 ←梯川

前川水門

今江潟排水機場・前川水門
（農水省・県）
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梯川逆水門・前川排水機場
（国交省）

木場潟

北陸新幹線

小松ドーム

浸水

浸水状況（令和4年8月5日17時30分頃）

［平常時］
前川水門：開、今江潟排水機場ポンプ：停止

［事前排水実施時（基準雨量超過予測）］
① 前川水門：閉、今江潟排水機場ポンプ：運転

木場潟水位低下（前川の水位上昇）

②－１ 梯川水位＜前川水位の場合（※前川より、梯川へ自然排水可能）

梯川逆水門：開、前川排水機場ポンプ：停止

②－２ 梯川水位＞前川水位の場合（※前川より、梯川へ自然排水不能）

梯川逆水門：閉、前川排水機場ポンプ：運転

出典：R6.12.26小松市総合治水対策推進協議会資料へ加筆

木場潟事前排水の仕組み

出典：R6.12.26小松市総合治水対策推進協議会資料へ加筆

事前排水イメージ図
（梯川水位＜前川水位の場合）

• 生活・工業・農業排水が流入する木場潟では、大日川からの清水の導入、ビオパーク浄化施設
の設置、木場潟再生プロジェクトによるヨシの保全活動や水質浄化イカダの設置等、水質改善
に向けて官民一体となった取組が実施されている。

• 令和6年（2024年）の事前排水の運用開始以降においてもこれらの取組を継続し、その効果の
把握に努めていくこととしている。

ビオパーク浄化施設※ ヨシの保全活動※ 水質浄化イカダ※

※出典:木場潟の自然
環境・水辺文化に
関する総合調査(H27)

木場潟水質改善の取り組み

修正 梯川水系



⑤河川環境・河川利用についての検討
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○梯川の小松大橋～白江大橋区間では、水際植生の保全、創出に配慮した河道掘削及び低水護岸工事を実施。

○具体的には、①矢板護岸の天端を平水位以下にするとともに水際を緩傾斜としてヨシ群落の生育環境を保全･創出、②ヨシ群落の早期復元を図るた
め表土を整備断面に覆土を実施。③引堤により創出される高水敷には、引堤前の在来植生環境を創出。

○整備後のモニタリングの結果、水際に連続してヨシ群落の分布を確認。緩傾斜による生育環境の創出・表土の覆土の実施により、ヨシ群落の保全・
創出につながったものと考えられる。

梯川5ｋ～6.0ｋ付近 垂直写真・水際植生図
整備前(平成27年（2015年）)

粗朶沈床

平水位

【魚類の生息環境の保全・創出】
根固めに粗朶沈床を用いて魚類等の生息
環境を保全・創出

【水際植生の早期復元】
水際植生の早期復元を図るため
ヨシ等の表土を整備断面に覆土

ヨシ群落

【水際植生の生育環境の保全・創出】
矢板護岸の天端を平水位以下にするとともに、水
際を緩傾斜としてヨシの生育環境を保全･創出

＜ヨシの水質浄化機能＞
ヨシを保全・創出することにより、植物プランクトンの増殖を促す窒素やリン成分を除去し富栄養化の防止が期待される

ヨシの根を含む表土
の掘削、仮置

河川環境の整備と保全 水際、高水敷における植生の保全、創出に配慮した整備 梯川水系

梯川5ｋ～6.0ｋ付近 垂直写真・水際植生図
整備後(平成30年（2018年）)

(平成30年(2018年)9月)

(平成28年(2016年)5月)

工事完成後

5.2k

5.2k

5.4k

5.4k

5.6k

5.6k

5.8k

5.8k

5.2k

5.2k

5.4k

5.4k

5.6k

5.6k

5.8k

5.8k

工事完成から2年後
写真位置

現況

(令和6年(2024年)8月)

ヨシ群落
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【多様な生物の生息環境の保全・創出】
オオヨシキリやヤマトヒメメダカカッコウムシの生息・繁殖
場、ワカサギ等の多くの魚類の生息・産卵場となっている
ヨシを保全・創出

ヨシ群落

【引堤に伴う高水敷の状況について】
引堤に伴い低水路幅(水面幅)が約2倍に拡大、堤防・高水敷の面積及び環境(シバ群落、チ
ガヤ群落)は変わらず維持、低水護岸整備に伴い消失する水際植生(ヨシ群落)を保全・創出

裸地部

(引堤工事中)

裸地部

(引堤工事中)

：堤防法線（引堤前）

：水際線（引堤後）

シバ群落
チガヤ群落

多くの人が散策等で
利用する開放的で
自然豊かな河川空間

高水敷は引堤前の面積を引堤後も確保

水際植生の保全、創出に配慮した低水護岸
工事の実施
(平成27年(2015年)～平成28年(2016年))

【堤防・高水敷植生の保全・創出】
引堤により創出される堤防・高水敷
は、もともと生育していたシバ・チガ
ヤ等の在来植生を保全・創出

修正

白江大橋より下流を望む(平成26年(2014年)8月撮影)

引堤前の河川空間 引堤後(現況)の河川空間

白江大橋より下流を望む(令和7年(2025年)3月撮影)

堤防・高水敷の環境
(シバ群落、チガヤ
群落)は維持

水際植生(ヨシ群
落)の保全・創出

水面幅
の拡大



由良川水系引堤に伴う高水敷上の河川環境・河川利用の検討 梯川水系

カワセミの繁殖場となる水際の崖地の保全、創出

アユ、サケの産卵場となる早瀬の保全、創出アウトドアや
自然観察等、
地域と梯川
の触れ合い
の場の創出

（高水敷）シバ・チガヤ・
ススキ等の在来植生を
保全・創出

湾曲部の淵の保全

現在の良好なみお筋や河岸の多様
な生物の生息・環境を保全・創出

○梯川では、令和5年度末までに鍋谷川合流点下流（河口より約7km）の引堤を完了。現在、鍋谷川合流点より上流で引堤事業を実施中。このうち、鍋
谷川合流点付近の蛇行区間（距離標8～9k）は、現況は単断面区間となっているが、引堤後は約50～120ｍの幅で高水敷が創出される。

○当該区間では、現在の良好な河岸やみお筋部は多様な生物の生息・生育・繁殖環境を保全・創出する。

○また、新たに創出される高水敷では、元々高水敷に生育していたシバ・チガヤ・ススキ等の在来植生の保全・創出を図るとともに、小松市のまちづくり
と連携し、開放的な芝生広場等の整備による地域と梯川の触れ合いの場の創出についても検討し、河川環境と河川利用の調和を図っていく。

引堤により創出される高水敷(8～9k)

引堤により創出される河川空間における河川環境・河川利用のイメージ(8～9k)

120m

100m

50m

：堤防法線（引堤前）
：堤防整備済み
：堤防整備済み
（今後旧堤撤去予定）

引堤により新たに
創出される高水敷

約380ha

引堤により新たに
創出される高水敷

約150ha
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イカルチドリの繁殖場となる自然裸地やオオ
ヨシキリの繁殖場となるヨシ原の保全、創出

ツルヨシ

ススキ

自然
裸地

淵

ヤナギ

引堤前の断面

シバ・
チガヤ

シバ・
チガヤ

イカルチドリの繁殖場となる自然裸
地やオオヨシキリの繁殖場となるヨ
シ原の保全、創出

カヤネズミの繁殖場
となるススキ群落の
保全、創出

湾曲部の淵の保全

横断図（8.6k）

カヤネズミの繁殖場となるススキ群落の保全、創出

8.6k

8.6k

梯川
引堤により新たに創出される高水敷に
は、元々生育していたシバ・チガヤ・スス
キ等の在来植生を保全・創出

修正

0.0ｋ

1.0ｋ

2.0ｋ
3.0ｋ

4.0ｋ

5.0ｋ
6.0ｋ

7.0ｋ

8.0ｋ 9.0ｋ

10.0ｋ

11.0ｋ

12.0ｋ

R2～R3H25～R5

H28～R5
H18～H28

H23～H25
H1～H23

S61～H27H7～H28

H7～H28

S53～現在 掘削＋築堤（引堤、堤防かさ上げまたは腹付け盛土）

凡例

：堤防整備済み
（旧堤撤去済み）

：今後整備予定

IR
い
し
か
わ
鉄
道
橋

百
石
谷
大
橋

梯川における引堤の実施状況



引堤と河川環境の保全・創出 信濃川水系魚野川の事例 追加 梯川水系
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○新潟県魚沼市の魚野川（小出地区）では、生態系や河川利用に配慮しながら、昭和から平成初頭に引堤、河道掘削、低水護岸の整備等を実施。

○引堤後の魚野川（小出地区）では瀬と淵が形成され、アユを含む水生生物等の生息場として良好な環境が創出された。

○魚野川では、夏場には小出地区をはじめ至るところでアユ釣りが盛んに行われ、この地域の風物詩となっている。

引堤前の状況 引堤後の状況

引堤完成直後（小出橋上流を望む）

河川環境管理シートによる評価
（令和2年度（2020年度））

魚野川（小出橋付近）の河道では。礫河原や
瀬と淵が適度に形成されており、生物の生息
場の多様性としての評価値が高い。

引堤後の堤防位置
（魚野川（小出地区）

魚沼市街地
（旧小出町）

引堤完成直後

（佐梨川合流点付近
より上流を望む）

小出橋

魚沼市街地
（旧小出町）

新柳生橋

佐梨川

佐梨川

魚野川
魚野川

しんりゅうせい

新柳生橋佐梨川

魚野川

写真③

写真②

写真③

こ いでうお の

さ なし

自然河岸らしさを創出
するための空石張護岸

緩傾斜（3割勾配）の
親水護岸（階段工）

河床には生物生息場の
保全・創出を目的とした
木工沈床・植石工を設置

魚野川

写真②

昭和55年（1980年）9月撮影 平成5年（1993年）10月撮影

良好な瀬と淵が
形成され、
アユ釣りが盛ん
に行われている

魚野川

只見線橋梁
只見線橋梁

只見線橋梁

小出橋

りゅうせい

柳生橋

小出橋

柳生橋

引堤前（只見線橋梁付近より上流を望む）

昭和51年（1976年）11月撮影

引堤前

引堤後

引堤前川幅 約90m

引堤川幅 約180m

横断図位置

横断図

写真①

写真①



a）生息場の多様性の評価（河川環境区分の中央値に基づき評価）
8 9 10 11 12

大セグメント区分 セグメント2-1 セグメント1

河川環境区分

1. 低・中茎草地 ○ ○ △ ○ △

2. 河辺性の樹林･河畔林 ○ △ △ ○

3. 自然裸地 ○ ○ ○ △ △

4. 外来植物生育地 × △ × × △

5. 水生植物帯 ○ ○ △ ○ △

6. 水際の自然度 △ ○ ○ ○ ○

7. 水際の複雑さ ○ ○ △ △ ○

8. 連続する瀬と淵 ○ ○ ○ ○

9. ワンド･たまり ○ ○ △

10. 湛水域
11. 干潟 - - - - -

12. ヨシ原 - - - - -

6 7 1 4 3

b） 生物との関わりの強さの評価
距離標（空間単位：1km） 8 9 10 11 12

大セグメント区分 セグメント2-1 セグメント1

河川環境区分

魚類（R1） 7

底生動物（R2） 4 5

植物（H29） 1 1 1

鳥類（H28） 1

両・爬・哺（R3） 3 2 1

陸上昆虫類（R4） 4

重要種全体合計 20 2 2

アユ 11

連続する瀬と淵 ○ ○ ○ ○

サケ 1

連続する瀬と淵 ○ ○ ○ ○

オオヨシキリ 3 4 3

ヨシ原 ○ △ ○ ○ △

カヤネズミ 3

ススキ群落 ○ ○ △ ○ △

ヤマトヒメメダカカッコウムシ 3

ヨシ原 ○ △ ○ ○ △

生物との関わりの強さの評価値 5 3 2 5 2

距離標（空間単位：1km）

典
型
性

生息場の多様性の評価値

　　　区分2

　　　区分2

重
要
種
数

陸
域

水
際
域

水
域

汽
水

魚
類

哺
乳
類

鳥
類

昆
虫

特
徴
づ
け
る
種

（
注
目
種

）
の

個
体
数
と
依
存
す
る
生
息
場

【中流域の現状】

○水際にはツルヨシや自然裸地が分布し、オオヨシキリやイカルチドリが生
息・繁殖している。

○8～9kの蛇行区間ではヨシやツルヨシに営巣するオオヨシキリや崖地に営
巣するカワセミ、礫河原に営巣するイカルチドリ、ススキに営巣するカヤ
ネズミ、礫河床はアユやサケが産卵場として利用し、多様な生物の生息
場となっている。

○堤防法面には絶滅危惧種であるウマノスズクサが生育・繁殖している。

河川環境区分2：中流域(8.0k～12.2k(大臣管理区間)) 河床勾配1/672～1/377

サケ カヤネズミ(巣)

□：代表区間 □：保全区間

環境保全・創出のイメージ

ツルヨシ
ススキ

自然裸地

淵

保全区間(R5) 代表区間(R5)

湾曲部の淵(H30) ウマノスズクサ(R3)

河川環境の整備と保全 動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出【中流域】

○8～9k区間は、蛇行区間となっており、カヤネズミ(ススキ等)やオオヨシキリ、ヤマトヒメメダカカッコウムシ (ヨシ原)、イカルチドリ(自然裸地)、カワセミ(崖地)、

アユやサケ(早瀬・淵)など、多様な生物が生息、繁殖する良好な河川環境を有しているため、保全の対象とする(保全区間) 。

○9～10k区間は、水際には自然裸地やツルヨシが分布し、水域には瀬と淵が分布する区間(代表区間)となっており、中流域における河川整備の目標とする。
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セグメント2-1

セグメント2-1

9～12k

8～9k(保全区間)

湾曲部の淵の保全

イカルチドリの繁殖場と
なる自然裸地やオオヨシ
キリの繁殖場となるヨシ
原の保全、創出

カヤネズミの繁殖場
となるススキ群落の
保全、創出

カワセミの繁殖場となる
水際の崖地の保全、創出

水際の崖地(H30) カワセミ

アユ、サケの産卵場となる
早瀬の保全、創出

ヤナギ

現況の瀬淵を極
力保全し、河道掘
削により新たに創
出される低水路
では、平面・横断
形状を工夫し瀬
淵を創出

護岸前面に覆土を行い自然
裸地やツルヨシを保全・創出

引堤前の断面

【環境の保全・創出の方針】
○ 8～9kの蛇行区間では、オオヨシキリやカヤネズミ等の生息・繁殖場とな
っているヨシやツルヨシやススキといった植生、カワセミの繁殖場となって
いる崖地、イカルチドリの繁殖場となっている礫河原、アユ、サケの産卵
場となっている礫河床の保全・創出を図る。

○低水路拡幅をする際の護岸整備(9～12k区間)にあたっては、護岸前面に
覆土を行い自然裸地やツルヨシの保全・創出を図る。水域は瀬淵の形成
を図るため緩やかな蛇行形状を復元する等平面・横断形状を工夫する。

○堤防法面に生育する絶滅危惧種のウマノスズクサの保全を図るとともに、
水際に繁茂し増加傾向にあるメダケ群集・ネザサ群落は、河川改修時
に根茎ごと除去を行う。

ウマノスズクサを新堤の
堤防法面へ移植し保全

ウマノスズクサ

(ジャコウアゲハ
の食草)

オオヨシキリやカヤネズミの生息・
繁殖場となっているツルヨシ、スス
キ等の在来植生を保全・創出

アユ等の生息・産卵場となっている礫河床を保全・創出

＜ヨシの水質浄化機能＞
ヨシを保全・創出することにより、植物プランクトンの増殖を促す窒素やリン成分を除去し富栄養化の防止が期待される

引堤により創出される堤防・高水敷は
もともと生育していたシバ・チガヤ等
の在来植生を保全・創出

シバ・
チガヤ

梯川水系修正



梯川における治水と環境の両立を目指した掘削 梯川水系

○河道掘削においては、多様な生物が生息・生育・繁殖する水際環境を保全・創出することを基本方針とする。

○同一河川内の良好な河川環境を有する区間の河道断面を参考に、その他の区間の掘削工法を検討していく。

基本高水のピーク流量の見直し 【現行】 【変更（案）】

河道への
配分流量（m3/s）

洪水調節施設による
調節流量（m3/s）

基本高水の
ピーク流量（m3/s）

1,0007001,700小松大橋

河道への
配分流量（m3/s）

洪水調節施設等による
調節流量（m3/s）

基本高水の
ピーク流量（m3/s）

1,0009001,900小松大橋

環境保全・創出のイメージ図

＜下流域＞
ヨシ原

ツルヨシ

ススキ・チガヤ

自然裸地

淵 平水位

は
ね
だ

＜中流域＞

ヤナギ

は
ね
だ

河道掘削にあたっては、平水位に限らず目標とする河道内の生態系に応じて掘削深や形状を工夫するとともに、河川が有している自然の営力を活用する。
河道掘削後も、河川水辺の国勢調査等のモニタリングを踏まえて順応的な環境管理を行う。

【横断計画の考え方（環境の保全・創出）】
○引堤の際は、引堤により創出される堤防・高水敷では、旧堤
にもともと生育していたシバ・チガヤ等の在来植生の保全・創
出を図る。

〇低水路拡幅の際は、水際部の護岸高さを水面以下に低く抑
えることにより水際の連続性を確保するとともに、水際を緩傾
斜で整備し、オオヨシキリやヤマトヒメメダカカッコウムシの生
息・繁殖場、ワカサギ等の多くの魚類の生息・産卵場となって
いるヨシ等の水際植生の生育場の保全・創出を図る。

【ヨシ生育場の保全・創出】
低水護岸の高さを平水位程度に抑えるとと
もに、水際を緩傾斜で整備し、ヨシ等の生
育場を保全・創出する。

【横断計画の考え方（環境の保全・創出）】
○引堤の際は、引堤により創出される堤防・高水敷では旧堤に
もともと生育していたシバ・チガヤ・ススキ等の在来植生の保
全・創出を図るとともに、堤防法面では旧堤の法面に生育す
るウマノスズクサを新堤の法面へ移植し保全を図る。

〇低水路拡幅の際は、水際の連続性を確保するため、護岸前
面に覆土を行い、自然裸地やオオヨシキリやカヤネズミの生
息・繁殖場となっているツルヨシ、ススキ・チガヤ等の植生の
保全・創出を図る。また、現況の瀬淵を極力保全し、河道掘
削により新たに創出される低水路においては緩やかな蛇行
形状を復元するとともに、平面・横断形状を工夫し瀬淵の創
出を図るとともに、アユ等の生息・産卵場となっている礫河床
の保全・創出を図る。

粗朶沈床

引堤前の断面

平水位

引堤前の断面

ヨシ
ヨシ

【鳥類・昆虫類・魚類の生息・繁殖場等の保全・創出】
オオヨシキリやヤマトヒメメダカカッコウムシの生息・繁殖
場、ワカサギ等の多くの魚類の生息・産卵場となってい
るヨシを保全・創出する。

【水際の連続性の確保】
護岸前面に覆土を行い自然裸地やツルヨシ
を保全・創出する。

オオヨシキリや
ヤマトヒメメダカカッコウムシ
の生息・繁殖場

ワカサギ等の多くの
魚類の生息・産卵場

ウマノスズクサ
(ジャコウアゲハ

の食草)

＜ヨシの水質浄化機能＞
ヨシを保全・創出することにより、植物プランクトンの増殖を
促す窒素やリン成分を除去し富栄養化の防止が期待される
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多くの人が散策等で
利用する開放的で
自然豊かな河川空間

修正

【堤防・高水敷植生の保全・創出】
引堤により創出される堤防・高水
敷は、もともと生育していたシバ・
チガヤ等の在来植生を保全・創出

シバ・
チガヤ

【瀬淵の保全・創出】
現況の瀬淵を極力保全し、河道掘削により新た
に創出される低水路においては平面・横断形状
を工夫し瀬淵を創出する。

【絶滅危惧種ウマノスズクサの保全】
旧堤の法面に生育するウマノスズクサを
新堤の法面へ移植し保全する。

【堤防・高水敷植生の保全・創出】
引堤により創出される堤防・高水敷は、
もともと生育していたシバ・チガヤ・スス
キ等の在来植生を保全・創出

シバ・
チガヤ

【鳥類・哺乳類・魚類・植物の生息・生育・繁殖場等の保全・創出】
オオヨシキリやカヤネズミの生息・繁殖場となっているツルヨシ、ススキ・チガ
ヤ等の植生、アユ等の生息・産卵場となっている礫河床を保全・創出する。



生態系ネットワーク

木場潟を利用するカモ類
(R6.3月)

柴山潟を利用するカモ類
(R6.3月)

ミズベリングコース（小松市）

木場潟

河川環境の整備と保全 生態系ネットワークの形成 梯川水系

○梯川流域の平野部は低湿な沖積平野が広がり、木場潟や柴山潟の湿地帯があり、加賀三湖※干拓事業前は梯川とこれら湿地帯は連続していた。
これらの水辺にはコガモ、ヒドリガモ、ホシハジロ等の様々なカモ類が多く生息し、広域な生態系ネットワークの観点からも重要な地域となっている。

○また梯川沿川には、安宅の関や小松天満宮等の歴史的な名所があり、これらの名所と自然豊かな河川景観を楽しめるミズベリングコースが設定さ
れている。さらに、木場潟、柴山潟ではカモ類が観察でき、多くの観光客や野鳥愛好家が来訪している。

○今後は、過去に梯川と加賀三湖が連続していた際の環境のイメージを念頭に置きながら、アユやモクズガニ等の水生生物が移動しやすいよう上下
流や支川との連続性の確保や梯川の水際に生育するヨシの保全に配慮しつつ、自然観察を主軸にした水辺空間の整備や鳥類、昆虫類、魚類の生
息・繁殖の場として良好な水際植生、ワンドの保全・創出、新たな貯留・遊水の場の活用等により、生態系ネットワークの形成を進め、小松市のまち
づくりと連携した地域経済の活性化やにぎわいの創出を図る。

※加賀三湖：梯川につながる木場潟、今江潟、柴山潟を指す名称
(柴山潟の半分と今江潟は昭和44年（1969年）の干拓事業で水田となった)

• カモ類は、梯川や木場潟・柴山潟、水田など梯川流域の湿地帯を越冬・休息・採餌・繁殖場として利用し、
植物だけでなく昆虫類・魚介類等の様々な生物を餌としている。

• カモ類が生息できるということは、その地域に多様な環境があり、かつそれぞれの環境に生物資源が豊富に
存在することの証拠といえ、カモ類を梯川流域における湿地生態系の「典型性」の指標種として選定した。
カモ類が生息できる環境を保全・創出することで生物多様性に寄与する。

コガモ ヒドリガモ ホシハジロ

ワンドの保全、創出

梯川

梯川は、広大な水面や水際植生のある浅場、高水敷の草地など
多様な環境があり、梯川に生息する昆虫類、魚類にとって良好
な環境であるとともに、カモ類の越冬・休息・採餌・繁殖場と
して重要な役割を果たしている。

梯川が果たす役割

梯川(4.2k付近)を利用する
カモ類(R6.3月)

日本海

小松天満宮
●

基準地点
小松大橋

■
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安宅の関

小松天満宮

自然観察を主軸にした

水辺空間の整備イメージ

アユ モクズガニ

加賀三湖干拓事業着手前の河川・湖沼の
状況（～昭和26年（1951年））

安宅の関
●

今江潟柴山潟

木場潟

修正

日本海



⑦流域治水の推進
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【位置図】

梯

川

石川県

岐阜県
福井県

富山県 引 堤

引 堤

引 堤

引 堤

河道掘削

白江大橋～荒木田大橋
（短期整備の区間）

森林整備・保全

N

産卵環境の保全

水際環境の創出

グリーンインフラの取組 ～ 多様な動植物が生息・生育・繁殖する自然環境を保全・創出 ～

ヨシ・オギ等の
水際環境の創出

ウマノスズクサ
（生育環境の保全）

〇梯川は、長い汽水域や瀬と淵が連続する蛇行部、水際に連続する植生を有し、多くの
動植物を育む自然豊かな河川であり、また、人の生活空間に近い場所でたおやかに流
れる特徴がある。また近年は引堤整備に伴う高水敷創出と良好な河岸・澪筋の形成に
より、多様な生物の生息環境を保全・創出に取り組む。
○梯川に形成・維持されている瀬・淵、水際植生のある河岸、自然裸地などの多様な環
境の維持・保全を目指し、今後概ね15年間で多様な河川環境を保全し、水際部では粗
朶沈床など、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進す
る。

●治水対策における多自然川づくり
・河道掘削に伴う産卵環境の保全
・多様な生物の生息環境の保全・創出
・水際環境の創出
・瀬淵の保全

●自然環境が要する多様な機能活用の取り組み
・ミズベリング梯川協議会による賑わい創出検討
・小学校等による河川環境学習

カワセミ
（繁殖環境の創出）

カヤネズミ
（繁殖環境の創出）

アユ
（瀬・淵の保全）河川環境学習（水生生物調査）

ミズベリング梯川協議会

水際環境の創出

瀬淵の保全

水際環境の創出

瀬淵の保全

水際環境の創出

水際環境の創出

粗朶沈床施工状況
（水際環境の創出）

瀬淵の保全

【全域にかかる取組】

・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

多様な生物の生息

環境の保全・創出 多様な生物の生息

環境の保全・創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

凡 例
県境

市町村境

流域境

大臣管理区間

既設ダム

治水メニュー

グリーンインフラ
メニュー

多様な生物の生息

環境の保全・創出

水際環境の創出

環境に配慮した護岸整備状況
（水際環境の創出）

治山対策

●森林整備・治山対策による森林保全
・健全な森林の造成・育成、治山施設の整備

渓流における

森林保全

健全な森林の造成・育成

森林整備・保全

森林整備・保全

護岸整備
河道掘削

引 堤

河道掘削

治山施設整備及び森林整備
の実施（滓上川上流）

渓流における森林保全

健全な森林の造成・育成

河道拡幅

堤防整備

水際環境の創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

水際環境の創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

梯川流域治水プロジェクト２．０ グリーンインフラ 梯川水系

かすかみがわ
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下流域

下流域

下流域

中流域 中流域

中流域 中流域

上流域

上流域

下流域

下流域

下流域

中流域

中流域

中流域

上流域中流域

下流域 中流域

●生態系ネットワークの形成の取り組み
・自然観察を主軸にした水辺空間の整備 下流域 中流域 上流域

自然観察を主軸にした
水辺空間の整備イメージ

修正

木場潟

多様な生物の生息

環境の保全・創出
水際環境の創出

引 堤

柴山潟

護岸整備

多様な生物の生息

環境の保全・創出

水際環境の創出
支川との
連続性確保

支川との
連続性確保

支川との
連続性確保

支川との
連続性確保

支川との
連続性確保

上下流の
連続性確保


